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★学校長寄稿「縁を大切に～何事にも誠意をもって～」
★平成２９年度卒業生の進路状況

◆学校長寄稿◆
「縁を大切に～何事にも誠意をもって～」

校長 堀川丞美（ほりかわ つぐみ）

今年の春は早くから桜が咲き、また、菜の花
や梨の花、ハナミズキも彩りを添えていました。
鮮やかな黄色の菜の花は私たちの目にとまりま
すが、観賞用だけでなく、お浸しや菜種油とし

てなど、食用として私たちはいただいています。その菜の花はすべて同
じように栽培されているわけではありません。種なども含めてそれぞれ
の用途に合わせた育て方で育てられています。子どもたちも一人一人役
割があり、それぞれその役割は異なります。学校と家庭と関係機関が連
携して、子どもたちの将来の夢や目標を実現するために、個性や特性に
合わせてしっかり育てて行くことが大切だと考えています。
さて、「人は出会うべき人とは、遅かれ早かれ必ず出会う」と言われ

ています。生徒の皆さんにとって、この荒尾支援学校で出会った友だち
や先生方は、「縁」あって出会った人たちです。そして、現場実習や体
験実習でお世話になった方々も「縁」あって出会い、応援してくださっ
ている方々です。
「縁」あって出会ったのですから、何事にも「誠意をもって」取り組

んでほしいと願っています。「誠意をもって」とは、一人一人が感謝の
心をもって、一生懸命に取り組むということだと思います。それは、信
頼されるきっかけになります。そして、自立のための一歩です。では、
何をすればいいでしょうか？まずは、「あいさつ」をきちんとすること
です。できれば「笑顔で元気よく」、そして、自分自身の体調管理をし
っかりすることです。元気でなければ、一生懸命取り組めません。食事
・睡眠・清潔などの生活習慣をきちんと整えられるようになりましょ
う。一生懸命頑張っていると、困ったことがあっても、必ず誰かが協力
し支えてくれます。頑張りましょう！
先生たちも児童生徒の皆さん方の「笑顔」のために、一生懸命頑張り

ます。
保護者の皆様、ご協力をよろしくお願いします。

◆トピック◆ 平成２９年度卒業生の進路状況
平成２９年度は、本校設立以来最多の卒業生（２８人）を送り出しました。
卒業生はそれぞれの進路希望を実現し、下表のとおり３４カ所の進路先で

それぞれの第一歩を歩き始めています。下表中興味のある施設がありました
ら、お気軽に学校へお問い合わせください。紹介資料をお届けいたします。
■複数施設と契約ができます！
下表中、卒業生数と進路先の数が合わないのにお気づきだと思います。こ

れは、何らかの目的（理由）をもって複数の施設と契約される方がおられる
ためです。このように同じサービスであれば、利用できる日数の範囲で複数
施設と契約が可能ですので覚えておきましょう。

■４月はフォロー・アップ月間
卒業後学校からは「フォロー・アップ支援（追指導）」を行います。新し

い生活に移る節目をうまく乗り切ることは、思うより難しく、長期間の安定
した生活につながる重要なことです。まずは全員の進路先を訪問し、顔を見
に行く予定で、滑り出しにつまづきがないか確認していきます。

＜編集後記＞
昨年度好評をいただいた「福祉サービス事業所説明会」を、今年度も

７月から実施予定です。保護者の感想をもとに益々パワー
アップして計画して参りますのでご期待ください。
進路や福祉の情報に関して、お尋ねがありましたら各学

部の進路指導部員へお問い合わせください。
◆本年度の進路指導部員紹介◆
小：深浦・酒井 中：村上・風間 高：原口・谷口 重複：金子


